







二十三年（八〇四）に入唐し、台州において主たる目的である天台の法門を道邃・行満より伝授され、さらに台州では国清寺惟象より「大仏頂大契曼荼羅の行事」を、貞元二十一年（八〇五）の帰国の際には、越州龍興寺において順暁より「三部三昧耶」を伝授された。また、以上の受法に加え、草堂寺大素より「五仏頂法」 ・ 「冥道無遮斎法」を、明州檀那行者江秘より「如意輪壇」 ・ 「普集会壇」を、開元寺霊光より「軍荼利法」を受法したとされる。
日本天台の密教、すなわち台密は、最澄のこれらの受法に始まり、その後承和五年（八三八）に入唐した慈覚大師












承師師血脈譜」 （以下「胎金血脈」 ）と「雑曼荼羅相承師師血脈譜」 （以下「雑血脈」 という二種の血脈譜が遺されている。本稿では、 の「胎金血脈」 ・ 「雑血脈」を精査することで、最澄が台密の形成に果たした役割の解明につなげていきたい。
２、最澄における仏頂尊との関係
台密の特色とされる蘇悉地は梵語 （
Susiddhi ） の音写であり、 「妙成就」 を意味する。善無畏訳 『蘇悉地羯羅経』 は 「妙





































































































とあるように、梵釈寺は比叡山に近い江州（近江国） 位置し、なおかつ天台宗の重要書『円頓止観 を含めた一切経が備えられた寺である。したがって、最澄 比叡山の御膝元にある梵釈寺で『五仏頂法決』を修学した可能性は十分に考えられるのではないだろうか。
次に、入唐中の最澄と仏頂尊についてみると、 『血脈譜』 おいて順暁以外からの密教の受法をまとめた「雑血脈」
の中に、 先述のように国清 惟象より「大仏頂大契曼荼羅の行事」を、 草堂寺大素より「 」を受法したといった仏頂尊 関する記述を確認 きる。また『台州録
（６）
』には、惟象より授けられた「大仏頂通用曼荼羅一張」や「新訳
梵漢両字大仏頂陀羅尼一巻」 ・ 「梵漢両字仏頂尊勝陀羅尼一巻」の三部 将来品が確認できる。さらに『越州録
（７）
』には、




















































れば、泰山霊厳寺に住し、 『大日経』 ・ 『蘇悉地羯羅経』等の訳者である善無畏（六三七―七三五）の弟子義林（七〇三―八〇五以後）に師事したとされる。
その「胎金血脈」は、胎蔵と金剛界と 二系列 分けられて、「胎蔵金剛両曼荼羅相承師師血脈譜」
（伝全巻一・二三七～二四七）


















































































な証拠は見出し得ない。したがって、 『血脈譜』を最澄撰と考え 限り、順暁はあくまでも胎・金の密教を授けた師として「胎金血脈」の中に入れられてい と捉えるべきであろう。
４、 『一字仏頂輪王経』と『陀羅尼集経』について


























































































































































































































































とあり、普集 壇の中心に帝殊羅施を座主として配するが、その帝殊羅施は釈迦如来の化仏であり、仏頂仏と号されている。帝殊羅施とは、 『陀羅尼 経』 巻一 「帝殊囉施金輪印呪第十三」 の題にあるように金輪として扱われる。つまり、『蘇悉地羯羅経』の文にある金輪の記述と同様に、仏頂尊が最勝の金輪として扱われる点で、 『蘇悉地羯羅経』は『陀羅尼集経』 もその共通性を見出せるのである。
























以上のように、 『一字仏頂輪王経』 ・ 『陀羅尼集経』の二経典と『蘇悉地羯羅経』は、中尊がいずれも仏頂尊であり、
その中尊の捉え方の説明箇所に共通性 認められる。このことを重視すれば、 最澄の仏頂尊を通じての密教 理解が、円仁における蘇悉地伝承 素地となったということは十分に考え ることではないだろうか。






に帰国した空海が将来した胎金の密教に接し、自分自身の密教理解の不足を自覚していたと考えられている。このことは、おそらく正しい指摘であろう。だが、最澄は入唐前から仏頂尊に強い関心を抱い ことが伝記類等から示されている。 して、入唐して仏頂尊に対する造詣を深めていった最澄は、帰国後には仏頂尊を主とする灌頂を執行し、 らに自身が受法した仏頂尊を主とする密教を 胎・金とは別箇のものとして系統化し、 「雑血脈」としてまとめたのではないだろうか。つまり、最澄は、胎金については空海に受法しなければならなかったにしても、仏頂尊を中心とする「雑血脈」に集約される密教は独自のも と自覚していたのではないだろうか。
さらに、 「雑血脈」に関係する菩提流志訳『一字仏頂輪王経』 ・阿地瞿多訳『陀羅尼集経』の二経典と『蘇悉地羯羅







（1）三崎良周『台密の研究』 （創文社、一九八八）一九一頁、水上文義『台密思想形成の研究』 （春秋社、二〇〇八）四二頁等（2）最澄に関する五仏頂については、水上 義『台密思想形成の研究』 （春秋社、二〇〇八）
  に精しい。
（3）島地大等『日本仏教教学史』 （仏教書林・中山書房、一九三三） 、堀池 峰『南都仏教史の研究』下
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蔵館、一九八 、高橋尚夫・木村秀明・野口圭也・大塚伸夫『初期密教』 （春秋社、二 一三）等。（4）『新訂増補国史大系』巻二五・七四。（5）大正蔵巻五五・一一一八中。 また、 江戸時代の成立になるが 『本朝台祖撰述密部書目』 （享保 （一七一六～） 以後成立）中に、 「本朝高僧伝第六十七に云く、梵釈寺永忠和尚、五仏頂法決一巻を著す。 （仏全巻二・二〇七上） 」とある。（6）大正蔵巻五五所収。（7）大正蔵巻五五所収。（8）伝全巻五・四 一。（9）この点について少し触れておく。天台宗とは 来、隨の天台大師智顗（五三八―五九七）によって体系づけられたものであり、智顗に至る天台の法門の相承については 金口相承と今師相承という二種の相承が天台三大部の一である『摩訶止観』序 示されている。金口相承とは、智顗の弟子である章安灌頂が『摩訶止観』序に示したもので、釈迦如来が法を釈迦の弟子の摩訶迦葉に伝え、以下師資相承して第二十三祖の師子比丘に至るまでの系統を明らかにしたもの。第十三祖 竜樹が天台の高祖師であることを明示 、その源流は釈迦如来より始まることを示すのである。今師相承も『摩訶止観』序に説かれるもので、一心三観の法門はど よう して天台大師伝えられたのかということを明らかにしたものである 今師である智顗より遡り、南岳慧思 北斉慧文を挙げ、さらに慧文は滅後相承と て金口相承で示された竜樹につながるものとされる。 （ 『新編
　




台宗総合研究センター、二〇一三）一一頁）金口相承は途中で途絶えており、智顗への流れは無く、今師相承によって「釈迦如来―竜樹―智顗」の系譜を築くことにより、その流れが補完されるのである。この うに、 天台宗では古来よりそ 血脈は内証（自らの心の中 悟り）とするのである。そのため、 最澄は『血脈譜』中にて、金口相承と今師相承とを結び『法華経』の訳者である鳩摩羅什（三四四―四一三、 一説に三五〇―四〇九）を血脈 加えた経巻相承（訳主相承）や、 「常寂光土第一義諦霊山浄土久遠実成多宝塔中大牟尼尊」から直接に霊鷲山で説法を聴いた者である南岳慧思（五 五―五七七）と智顗とに付法相承があったとされる直授相承をたてるのである。（10）「胎蔵金剛両曼荼羅相承師師血脈譜」については、金剛界 付法にては弘法大師空海撰『略付法伝』にみえる「不空―恵果―空海」の箇所が「不空―順暁―最澄」に代わっているだけであり、 「不空―順暁」の箇所に疑いがあること、また「一行―順暁」の系譜は一行（六八三―七二七）と順暁との関係が、最澄 入唐期間 八〇 ～八〇五）と両者の生没年とを併せて考えると事実性が認められないこと等が三崎良周『台密の研究』 （創文社、一九 八）一九七頁にて既に指摘されてい（11）三崎良周『台密の理論と実践』 （創文社、一九九四）八七頁。（12）大正蔵巻七五・九八中。（13）大正蔵巻五五・一一一七上 「尊勝破地獄法」 主尊は仏頂尊であり、安然は、 『八家秘録』の中でこれを蘇悉地部の一環として著録している。（14）尊勝破地獄法の成立につい は、長部和雄 漢訳三種悉地法の系譜」 （ 『密教文化』 七―七八
　
高野山大学内密










ついては、長部和雄『唐代密教史雑考』 （渓水社、一九九〇）に精しい。（26）大正蔵巻一八・八八八中。（27）『蘇悉地羯羅経』において最も中枢とされる巻下「灌頂壇品」第三十三 、 蘇悉地曼荼羅の図位が示されている。（大正蔵巻一八・六九〇中）その図位は、中心は仏頂・蓮華・金剛であり、いわゆる仏・蓮・金の三部である。 『蘇悉地羯羅経』では、この三部を分類して上中下の三品に分けること、息災・増益・降伏の三種法、身体を三支分に分ける支分生等が随所に説かれている。
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